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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、１）ゴッフマン理論研究者であるイヴ・ヴァンカン教授（エコール・ノルマル・

シューペリウール文学・人文科学校、以下 ENS LSH と表記する）所有のアーカイブス調査研究を

継続的に行うことを通じて、ゴッフマン理論の総合的・基盤的研究を進めること、そして２）ENS 

LSH とリヨン第二大学との共同研究チーム「相互行為・身体・学習そして表象」に参加すること

を通じて、ゴッフマンの相互行為論を理論的フレームワークとした経験調査である「日常的相互

行為におけるイメージコンサルタントの介入――日仏比較研究」を進めること、以上の二点にあ

る。これら二つの研究を総合的にまとめた著作（単著）の出版には、未だ至っていないが、以下

に示すように、論文として学術雑誌や著作（共著）として部分的にまとめつつある段階にある。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The proposes of this research are: 1) starting the archives research on Goffman 
constructed by Prof. Yves Winkin and located in Ecole normale superieure, Lyon (ENS 
LSH) and 2) conducting the comparative empirical research on ‘analysis on everyday 
interaction manipulated by image consultants’ between Japan and France, employing 
Goffman’s theoretical framework sophisticatedly reconstructed for adjusting it a 
research of contemporary society by the co-organized research group by ENS LSH and 
University of Lyon II,  ‘interactions, corpuses, learning and representations’. We have 
not published a book covering all the research result we mentioned above but achieved 
some thesis on theoretical and empirical analysis until now.     
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は、彼が携わった多彩なテーマや領域ご

とに、各々の研究者が自らの関心に即し

て個々の主題を取り上げ、その一部を切

り取る形で進められる傾向があった。報

告者（速水）も、こうした一般的研究背

景から出発したが、より総合的で、現代

的なゴッフマン理解の視点を模索し、博

士論文「ゴッフマン理論の基礎構造と現

代的展開――身体社会学との関連を中心

に」（2007 年 3 月神戸大学）においては、

ゴッフマン理論における、デュルケム・

パーソンズ・ジンメル・ミードをはじめ

とした古典社会学理論からの影響、およ

び現象学的社会学やエスノメソドロジー

といった現代社会学理論との関係性の検

討を中心に進め、同理論を総合的に分析

した。さらにここでは、現代社会におけ

る若者の身体イメージへの過剰な関心と、

それに伴う現実の組織化および自己形成

のあり方について、同理論を応用するこ

とを通じて分析した。 

また報告者は博士論文執筆後、2008 

年 9 月に ENS LSH よりポスドク研究員

として採用され、同機関におけるイヴ・

ヴァンカン教授の指導のもと、ゴッフマ

ン理論の基盤的研究を進めるための活動

に携わった。同教授は、ゴッフマン理論

の総合的理解に関心をもつ数少ない研究

者であり、ゴッフマンの伝記の作成およ

び理論解釈を、未公刊資料の解読だけに

とどまらず、ゴッフマンと直接関わりの

あった研究者へのインタビュー等を行う

ことを通じて遂行した人物である。上述

したように、日本におけるゴッフマン理

論の総合的な分析は、世界的にみて未だ

積極的に進められていない。これまで報

告者はそのような状況を打開すべく、海

外現地に赴き、特定の図書館に所蔵され

たゴッフマン関連の未公刊資料を検討す

ること(2004 年シカゴ大学レーゲンシュ

タイン・ライブラリー内のスペシャル・

コレクション調査、2007 年ペンシルバニ

ア大学デモグラフィック・ライブラリー

におけるゴッフマン・アーカイブス調査)

や、海外研究者と討議を行うこと、さら

には国際学会に参加することなど、でき

る限りの活動を行いゴッフマン理論研究

の促進に努めてきた。しかし、このよう

な活動を通じても入手出来る資料や情報

には限界がり、ゴッフマン理論の知的背

景などを全体的に網羅することは困難で

あった。そのため報告者は 2008 年に

ENS LSH のポスドク研究員に申請し、

ヴァンカン教授との接触、および同教授

が制作・保持するアーカイブスの調査を

行うことを試みた。約一ヶ月間の研究滞

在期間中に、アーカイブス調査や、同機

関に設置された相互行為分析の研究チー

ム「相相互行為・身体・学習そして表象

interactions, corpuses, learning and 

representations」（研究代表者：ロレン

ツア・モンダダ リヨン第二大学教授）

のワークショップ等に参加し（この研究

チームについては後に詳述）、ゴッフマン

理論のルーツをこれまで以上により深い

レベルで考察すること、および現代社会

における相互行為論の新たな展開を学ぶ

ことが可能になった。 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、ゴッフマン理論の総

合的・基盤的分析を促進することにある

が、特にここでの目標は、大きく、同理

論の内在的研究（理論研究）と同理論の

応用可能性の検討（経験的調査研究）の

二点に集約することができる。前者にお



いて、特にわれわれが関心を持つテーマ

は、ゴッフマン理論におけるゲーム理論

受容、および戦略的行為論展開の意義で

ある。そのために再度、ヴァンカン教授

所有のゴッフマン・アーカイブスの調査

に従事する必要がある。報告者が 2008

年 9 月に ENS LSH に滞在した際には、

同アーカイブスの収納資料のリスト作成、

ゴッフマンによる未公刊資料の読解・複

写、そして同教授によるゴッフマンおよ

びゴッフマンの同僚へのインタビュー記

録の分析・複写等を通じて、彼が晩年に

展開した会話分析の理論的フレームワー

クについて考察を深めた。今回の研究で

は、ゴッフマンが中期に、ゲーム理論を

ふまえて展開した戦略的行為論の理論的

フレームワークを詳細に分析していくこ

とが目指される。 

また経験的調査研究においては、同理

論の応用可能性について検討していく。

当初、本調査「日常的相互行為における

イメージコンサルタントの介入」を、

ENS LSH 内に組織された ENS LSH／

リヨン第二大学との共同研究チーム「相

互行為・身体・学習そして表象」に参加

することを通じて進めていくことを計画

していたが、21 年度の渡仏後、フランス

におけるフィールドワークを遂行するこ

とには、時間、予算の関係上限界がある

と判断し、「相互行為・身体・学習そして

表象」との共同研究をオンライン上で行

いつつも、調査地を台湾に移し（シャオ・

シンファ教授・国立台湾大学）、女性の身

体統制に関わるに日台比較を行うことに

変更した。 

これらの方法を用いて、ゴッフマン理

論の内在的研究を深めること、またその

応用可能性を検討すること、および、相

互行為論の国際比較を展開していくこと

が、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 

 

上述した本研究目的を達成するための具体

的な研究方法は以下の二点に集約される。 

 

(1)ゴッフマン理論の総合的・基盤的研をさ

らに進めていくために、ENS LSH に長期

滞在することを通じて、イヴ・ヴァンカン

教授が制作・所有するアーカイブスの再調

査を行うこと。 

(2) ENS LSH に設置された ENS LSH／リ

オン第二大学との共同研究チームである

「相互行為・身体・学習そして表象」に参

加することを通じて、申請者が現在進行中

のゴッフマン理論の応用可能性を検討した

経験調査である「日常的相互行為における

イメージコンサルタントの介入」を、日本

と台湾を調査地として行っていくこと。 

 

以下では、これら二点の研究計画と具体的

な方法の詳細を記述していく。 

 

(1) 

研究を遂行するための具体的な方法は、再

度 ENS LSH におけるヴァンカン教授所有

のゴッフマンアーカイブスの調査に従事す

ることにある。同アーカイブスには以下の

ような資料が所蔵されている。①ゴッフマ

ンの未公刊資料（学会・研究会などに提出

された論文等）、②ヴァンカン教授自身によ

るゴッフマンへのインタビュー記録、③ヴ

ァンカン教授自身によるゴッフマンと同時

代の研究者（研究仲間）へのインタビュー

記録、④ゴッフマンと同時代の研究者間で

交わされた手紙、⑤ヴァンカン教授を含む

海外研究者のゴッフマン研究論文、⑥ゴッ



フマンが行ったフィールドワークのヴァン

カン教授による再調査の記録、以上である。

申請者は、08 年 9 月の ENS LSH での滞在

期間中に、上述の諸資料の検討・複写を行

ったが、一ヶ月の滞在期間では、リストの

作成を三分の二までしか進めることができ

なかった。またインタビュー記録の検討、

分析についても約半分しか行えていない。

本研究が可能になれば、前回の調査で未完

成に終わった作業を完了させ、ゴッフマン

理論の総合的・基盤的研究を日本語で進め

ていくことができるだろう。特に前回の滞

在期間中に総合的に収集することができな

かった、ゴッフマンのハーバード大学国際

問題研究所での滞在記録（1966-67）、およ

びその年代にゴッフマンによって進められ

たフィールドワークの記録（カジノの賭博

場でのフィールドワークの記録）の検討･

複写を進めたい。これらの資料は、ゴッフ

マンがゲーム理論の受容を基調に展開した

「戦略的相互行為論」の理解、解釈を進め

る上で重要なものである。ゴッフマン社会

学における同理論の分析はいまだ日本にお

いて十分に進められていないために、アー

カイブスにおける情報を整理･分析してい

くことには、大きな意義があると思われる。

また、これらの新たな情報の分析のほかに

も、アーカイブスにある資料を再検討する

ことを通じて、申請者自らのゴッフマン理

論解釈、および理解を深めていくことが目

指される。 

 

(2) 

理論研究と同時に、ゴッフマン理論をはじ

めとした相互行為論に基づいた経験的比較

調査である「日常的相互行為におけるイメ

ージコンサルタントの介入」を、国立台湾

大学を拠点に、ENS LSH／リヨン第二大

学との共同研究チーム「相互行為・身体・

学習そして表象」とのセッションを通じて

進めていく。本研究では、日本／台湾両国

における女性の相互行為分析に焦点を当て

た経験的調査を実施する。 

 

I.社会制度調査 

①イメージコンサルタントの組織・活動内

容の調査 

②イメージコンサルタントの受容に関する

調査 

II.意識調査 

①イメージコンサルタントへのインタビュ

ー調査 

②イメージコンサルタントのクライアント

へのインタビュー調査 

③イメージコンサルタントの活動に対する

一般の人々へのインタビュー／アンケー

トによる世代別調査 

III.表出調査[ビデオ調査] 

一般の人々の日常生活における表出活動の

調査 

IV.比較調査 

I から III までの日本、台湾における各調査

結果および収集データを比較検討し、共通

点、相違点をそれぞれ提示することから、

日台社会における「戦略的相互行為」の普

遍的／個別的性向を明確にする 

 
４．研究成果 
 

平成 21 年度は、4 月から 6 月にかけて、

日本（東京）を拠点に女性の身体統制に関

わる調査研究を進め、同時に関西社会学会

をはじめとした各学会に参加した。7 月に

は、神戸大学において開催された、香港大

学・神戸大学合同コロキウムにおいて、女

性の身体統制に関する調査報告を行った。

9 月には、女性の身体統制に関する比較調



査を行うために台湾（国立台湾大学）に渡

航した。滞在中、イメージコンサルタント

にたいしてインタビュー調査を実施した。

10 月には、日本社会学会をはじめとした各

学会に参加した。11 月には ENS LSH イ

ヴ・ヴァンカン教授所有のゴッフマン・ア

ーカイブスの調査に従事した。滞在中、同

教授とのゴッフマン理論に関するディスカ

ッションを進めると同時に、ゴッフマンが

中期にゲーム理論を踏まえて展開した、戦

略的行為論の理論的フレームワークを詳細

に分析した。具体的には、ゴッフマンのハ

ーバード大学国際問題研究所においての滞

在記録、およびその際にゴッフマンによっ

て進められたフィールドワークの記録や、

ヴァンカン教授が 1997年から 98年にかけ

てペンシルバニア大学客員教授として滞在

した際に収集したゴッフマン・アーカイブ

スの記録、および同僚へのインタビューの

記録等である。また、フランス滞在中には、

ENS LSH とリヨン第二大学のメンバーに

よって構成された研究チーム「相互行為・

身体・学習そして表象」に接触し、相互行

為論に関するワークショップに参加する機

会を得た。（平成 22 年）１月には、女性の

身体統制に関する比較調査を続行するため

に、再度台湾（国立台湾大学）に渡航した。

滞在中、台湾における一般女性にアンケー

ト調査を実施した。2 月から 3 月にかけて

は、リヨン高等師範大学での研究成果をま

とめること、及び女性の身体統制に関する

一連の調査をまとめることに従事した。    

平成 22 年度は、4月から 8月にかけて、

日本（東京）を拠点に女性の身体統制に関

わる調査研究を進め、同時に関西社会学会

をはじめとした各学会に参加した。9 月に

は、女性の身体統制に関する比較調査を本

格的に行うために台湾（国立台湾大学）に

渡航した。10 月には、フランスに渡航し、

ENS LSH ヴァンカン教授のもとで、アー

カイブス調査に従事した。この度の渡航を

通じて、アーカイブスにおける未公刊資料

を検討するとともに、同教授とのセッショ

ンを通じた、現代社会における女性の身体

統制を分析するための理論的フレームワー

クを構築することに従事した。11 月には再

度台湾に渡り、国立台湾大学において女性

の身体統制に関する学会報告を行った。ま

た、日本社会学会においては、ゴッフマン

理論とエスノメソドロジーの関係性に関わ

る報告を行った。（平成 23 年）１月には、

香港大学において、女性の身体統制に関す

る学会報告を行い、東アジアにおける同研

究の比較検討を行うことが可能になった。

また 2 月には、大阪府立大学において開催

された第 3 回社会構築主義の再構築プロジ

ェクト研究会（略称 RSC 研）に参加し、

アーカイブス調査を踏まえたゴッフマン理

論とガーフィンケルの関係性についての研

究報告を行った。 

平成 23 年は、女性の身体統制に関わ 

る調査研究を洗練させつつ、継続していく

こと、そしてそれらのデータを分析するた

めの理論構築を行うことに従事してきた。

また、同年度は本科研費受給最終年度とい

うこともあり、今後も研究を継続していく

ために必要であると思われる、国際的な研  

究者ネットワークを形成することにも尽

力した。 

その活動の一環として、5 月には、浙

江大学において、日本文化研究者の王勇

教授のもとを訪問し、同氏が企画したワ

ークショップに参加することなどを通じ

て、東アジア社会における社会規範と身

体統制の関係について考察を深めた。9

月には、女性の身体統制に関する比較調



査を行うために台湾（国立台湾大学）に

渡航した。本渡航期間中に、インタビュ

ー調査と文献収集を行うことが可能にな

った。また、国立台湾大学におけるジェ

ンダー研究所を訪問し、国際的な研究者

ネットワークを構築することにも努めた。

11 月には、韓国ヨンセイ大学において開

催された社会学（東アジア研究）関連の

シンポジウム（組織者：同大学キム・ド

ンノ教授）に参加し、東アジア地域にお

ける社会学者やジェンダー研究者とのネ

ットワーク構築に従事した。（平成 24年）

3 月には、インディアン・ハビタットセ

ンター（デリー）において、これまでの

調査データをもとにした研究報告を、IIS

（国際社会学機構）国際学会において行

った。 
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